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おいしさに磨きをかけた「長島地区赤土バレイショ」が、
全国の食卓に届けられます。（撮影：平尾）
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４
月
５
日
、
長
島
町
消
防
団
入

退
団
式
が
長
島
町
総
合
交
流
タ
ー

ミ
ナ
ル
施
設
で
開
催
さ
れ
、
各
分

団
の
幹
部
や
団
員
、
来
賓
ら
約
４

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

長
島
町
消
防
団
は
今
回
、
１
１

２
人
が
退
団
、
退
団
者
の
熱
い
思

い
を
受
け
継
い
だ
73
人
が
新
た
に

入
団
し
、
総
員
２
９
５
人
体
制
と

な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
川
添
健
町
長
か
ら

団
長
と
副
団
長
へ
、
団
長
か
ら
新

入
団
員
へ
辞
令
を
交
付
。
新
入
団

員
を
代
表
し
て
小
川
智
弘
団
員

（
指
江
分
団
）
が
「
忠
実
に
消
防

の
義
務
を
遂
行
し
ま
す
」
と
宣
誓

し
、
団
長
が
新
体
制
の
幹
部
を
任

命
し
ま
し
た
。

　

町
長
が
団
員
の
服
装
や
姿
勢
を

調
べ
、
見
る
観
閲
で
は
、
幹
部
と

と
も
に
新
入
団
員
も
整
列
し
、
慣

れ
な
い
動
作
や
号
令
に
戸
惑
い
な

が
ら
、
さ
っ
そ
く
消
防
団
の
規
律

を
実
践
し
て
、
消
防
団
員
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

長
年
勤
続
さ
れ
た
退
団
者
へ

は
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
や
鹿

児
島
県
消
防
協
会
総
裁
（
県
知

事
）
表
彰
な
ど
が
伝
達
さ
れ
、
川

添
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

退
団
者
を
代
表
し
て
畠
中
耕
造

元
副
団
長
は
「
新
入
団
員
は
早
く

一
人
前
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
在

団
中
は
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
今
後
は
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
糧
に
し
て
い
き
た
い
」

と
新
入
団
員
を
激
励
し
、
感
謝
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

長
島
町
消
防
団
入
退
団
式

一人ずつ名前を読み上げられ、整列する新入団員（辞令交付時）

↑団長から辞令を受け取る新入団員
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日
本
消
防
協
会
長
表
彰

▼
精
績
章　

畠
中
耕
造
（
副
団

長
）

鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

▼
功
績
章　

礒
永
満
士
（
諸
浦
分

団
分
団
長
）

▼
精
積
章　

岡
部
親
德
（
川
床
分

団
副
分
団
長
）
／
池
田
幸
一
（
獅

子
島
分
団
副
分
団
長
）
／
酒
向
寿

（
獅
子
島
分
団
部
長
）
／
谷
尾
健

二
（
平
尾
分
団
部
長
）
／
郷
式
吉

弘
（
指
江
分
団
班
長
）
／
山
下
家

光
（
汐
見
分
団
）
／
荒
木
勝
春
（
獅

感
謝
状
（
10
年
以
上
）

▼
本
部　

畠
中
耕
造
（
副
団
長
）

／
下
野
国
昭
（
部
長
（
副
団
長
））

／
平
藪
武
志
（
副
部
長
）
／
杉
本

良
二
（
班
長
）

▼
諸
浦
分
団　

礒
永
満
士
（
分
団

長
）
／
平
田
敏
朗
（
副
分
団
長
）

▼
城
川
内
分
団　

上
義
継
（
分
団

長
）
／
立
原
洋
一
（
副
分
団
長
）

／
塚
田
斉
章
（
班
長
）
／
田
ノ
上

英
司
（
班
長
）

▼
獅
子
島
分
団　

福
山
聡
（
分
団

長
）
／
池
田
幸
一
（
副
分
団
長
）

／
酒
向
寿
（
部
長
）
／
森
永
昭
人

（
班
長
）
／
獅
子

盛
／
荒
木
勝

春
／
池
田
武
己

▼
中
央
分
団　

兒
玉
知
隆
（
分
団

長
）
／
濱
一
人

▼
平
尾
分
団　

谷
尾
健
二
（
部

長
）

▼
川
床
分
団　

岡
部
親
德
（
副
分

子
島
分
団
）

鹿
児
島
県
知
事
表
彰

▼
勤
続
章
（
10
年
）　

塚
田
斉
章

（
城
川
内
分
団
班
長
）
／
池
田
武

己
（
獅
子
島
分
団
）
／
竹
山
近
春

（
汐
見
分
団
）
／
山
下
家
光
（
汐

見
分
団
）

団
長
）
／
久
保
良
昭
（
部
長
）

山
門
野
分
団　

宮
ノ
原
文
也
（
部

長
）

▼
蔵
之
元
分
団　

町
田
修
一
郎

（
班
長
）

▼
汐
見
分
団　

川
原
美
智
也
（
分

団
長
）
／
濵
田
康
弘
（
副
分
団
長
）

／
森
山
明
臣
（
部
長
）
／
山
内
美

樹
夫
／
山
添
力
／
濵
田
仁
司
／
竹

山
近
春

▼
指
江
分
団　

赤
瀬
忠
幸
（
分
団

長
）
／
大
西
教
文
（
部
長
）
／
郷

式
吉
弘
（
班
長
）
／
小
川
洋
一
（
班

長
）
／
竹
之
内
成
浩

宣　

誓

　

私
は
、
忠
実

に
日
本
国
憲
法

お
よ
び
法
律
を

擁
護
し
、
命

令
、
条
例
お
よ

び
規
則
を
遵
守

し
不
公
平
な
ら

び
に
偏
見
を
避

け
、
何
人
を
も

恐
れ
ず
良
心
に

従
っ
て
忠
実
に

消
防
の
義
務
を

遂
行
す
る
こ
と

を
厳
粛
に
誓
い

ま
す
。

新入団員を代表して宣誓する小川団員

日本消防協会長表彰の伝達 表
彰
者
・
感
謝
状
贈
呈
者
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４
月
か
ら
役
場
内
に
長
島
町
福

祉
事
務
所
が
開
所
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
と
も
な
い
４
月
２
日
、
役
場

玄
関
前
で
開
所
式
が
行
わ
れ
、
川

添
健
町
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
ら

約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
川
添
町
長
は
「
福
祉
の
充

実
の
拠
点
と
な
る
事
務
所
を
開
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
住
民

の
福
祉
は
、
よ
り
身
近
な
と
こ
ろ

で
行
う
こ
と
が
理
想
で
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
役
場
入
口
に
掲

げ
ら
れ
た
事
務
所
看
板
の
除
幕
を

行
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
昨
年
か
ら
同
事
務
所

の
設
置
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
11
月
か
ら
職
員
２
人
を
県
に

派
遣
し
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
１
月
か

ら
は
県
職
員
１
人
も
本
町
に
出
向

し
て
、
開
設
に
備
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
県
で
行
っ
て
い
た
生

活
保
護
の
決
定
や
児
童
扶
養
手
当

の
認
定
な
ど
が
本
町
で
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
、

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

町
村
に
よ
る
事
務
所
設
置
は
九

州
で
は
初
。
指
江
庁
舎
に
も
窓
口

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

東
・
長
島
両
町
商
工
会
が
合
併

し
た
「
長
島
町
商
工
会
」
が
４
月

１
日
に
誕
生
し
、
２
日
に
商
工
会

本
所
で
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
に
は
、
役
員
や
来
賓
ら
約
30

人
が
出
席
。
小
川
千
昭
初
代
会
長

が
「
地
域
が
広
域
化
す
る
こ
と
に

対
し
、
内
部
組
織
を
充
実
さ
せ
、

合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
商
工
会
を
築
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
で
新
し
い
商
工
会
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
小
川
旧
東
町
商
工

会
長
と
赤
瀨
宏
之
旧
長
島
町
商
工

会
長
が
合
併
契
約
書
に
調
印
し
、

今
年
３
月
下
旬
に
認
可
さ
れ
、
新

商
工
会
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
な
対
応

九
州
の
町
村
で
は
初

長
島
町
福
祉
事
務
所
が
開
所

　新たな商工会がスタート
　　　　　         長島町商工会開所式

県からの事務引継書に署名、押印する前田福祉事務所長

テープカットで新しい商工会の幕開け
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４
月
27
日
、
町
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児

島
放
送
局
の
共
催
で
、
長
島
町
合

併
１
周
年
記
念
「
真
打
ち
競
演
」

公
開
録
音
が
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
放
送
２
本
分
の
収
録

で
、
１
本
目
は
春
風
こ
う
た
・
ふ

く
た
さ
ん
の
漫
才
、
牧
伸
二
さ
ん

の
ウ
ク
レ
レ
漫
談
、
桂
平
治
さ
ん

の
落
語
で
、
２
本
目
は
昭
和
の
い

る
・
こ
い
る
さ
ん
の
漫
才
、
太
田

家
元
九
郎
さ
ん
の
三
味
線
漫
談
、

三
笑
亭
夢
之
助
さ
ん
の
漫
才
と
真

打
ち
に
よ
る
６
つ
の
演
芸
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
受
付
前
に
は
大
勢

の
観
覧
客
が
並
び
、
予
定
よ
り
開

場
を
早
め
た
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で

し
た
。

　

出
演
者
の
体
を
張
っ
た
コ
ン
ト

や
ベ
テ
ラ
ン
に
よ
る
名
演
奏
、
扇

子
を
箸
に
み
た
て
た
落
語
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
会

場
内
は
笑
い
と
拍
手
が
絶
え
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

収
録
さ
れ
た
番
組
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
第
１
放
送
で
６
月
12
日
と

19
日
、
両
日
と
も
午
後
９
時
５
分

か
ら
50
分
間
放
送
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

田
尻
東
と
田
尻
西
の
両
自
治
公

民
館
が
４
月
１
日
に
合
併
し
、
新

た
に
田
尻
自
治
公
民
館
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

同
地
区
は
昭
和
28
年
３
月
31
日

に
分
離
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
15

年
に
田
尻
東
西
諸
問
題
解
決
推
進

委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
平
成

17
年
５
月
に
田
尻
東
西
合
併
検
討

委
員
会
を
開
催
。
そ
の
後
合
併
推

進
委
員
会
と
改
称
し
、
平
成
19
年

１
月
に
田
尻
東
西
合
併
総
会
で
合

併
す
る
こ
と
を
決
議
し
て
い
ま
し

た
。

　

４
月
７
日
に
は
、
田
尻
小
学
校

体
育
館
で
初
総
会
が
あ
り
、
新
役

員
や
平
成
19
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
誕
生
祝
賀
会
が
開
か

れ
、
平
藪
勝
行
さ
ん
（
合
併
推
進

委
員
長
）
と
瀬
戸
輝
彦
さ
ん
、
田

中
義
夫
さ
ん
（
以
上
、
同
副
委
員

長
）
が
合
併
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
勇
ま
し
い
和
太
鼓
や
優
雅

な
舞
が
披
露
さ
れ
、
同
自
治
公
民

館
は
華
や
か
に
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　

林
義
明
初
代
自
治
公
民
館
長
は

「
市
町
村
合
併
と
同
様
で
、
両
集

落
間
の
融
和
を
図
る
こ
と
が
最
大

の
目
標
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　　漫才、漫談、落語に大爆笑
　　　　　長島町合併１周年記念『真打ち競演』公開録音

『
田
尻
』
自
治
公
民
館
が
誕
生

東
西
２
集
落
が
合
併

爆笑の渦に包まれた三笑亭夢之助さんの落語

田尻出身の生徒が通う高校の和太鼓演奏
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地
区
名

氏　
　

名

地
区
名

氏　
　

名

田　

尻

林　
　

義
明

桂　

代

川
田　
　

誠

火
ノ
浦

山
下　

泰
文

三　

船

井
上　

博
文

山
門
野
下

増
田　

義
勝

薄　

井

竹
島　

憲
一

山
門
野
中

宮
之
原　

誠

白　

瀬

赤
嵜　

友
春

山
門
野
上

淵
ノ
上
正
二

本　

浦

豊
嶋　

美
俊

加
世
堂

加
世
堂　

忍

葛　

輪

森
枝　

速
人

川
床
下

石
橋　

親
信

片
側

藤
川　

眞
澄

川
床
中

中
納　

武
德

御
所
ノ
浦

須
嵜　

國
人

川
床
上

酒
本　

照
志

湯
ノ
口

梅
川　
　

辛

小　

坂

上
原　

政
成

幣　

串

池
田　

卓
男

杉
ノ
段

平
通　
　

清

団　

地

大
田　

正
人

梅
ノ
木
山

石
橋　

勝
志

平
尾
中
南

松
尾　
　

安

牧

山
下　

幸
男

母
良
木

小
林　

信
正

市
来
崎

岩
下　

喜
一

藤
之
元

田
淵　
　

健

脇　

崎

森
山　

健
二

萩
之
牟
礼

南
條　

純
則

塩　

追

大
迫　

英
二

茅　

屋

宮
瀬　

和
実

赤　

崎

平
　

幹
雄

浜　

漉

江
口　

良
夫

山　

寺

出
永　

一
文

北
方
崎

山
下　

重
行

上　

揚

蒔
元　

秀
士

犬
鹿
倉

小
川　

幸
治

野　

中

飯
尾　

和
裕

蔵
之
元

田
中
順
一
郎

菅
牟
田

原
田　

民
男

小　

浜

町
口　

孝
治

山　

中

山
下　

正
祐

指　

江

薗
田　

清
澄

本　

町

上　
　
　

傳

川　

内

中
村　

紀
男

西

中
村　

良
史

城
川
内

瀬
ノ
口
良
信

矢　

堂

宮
路　

泰
次

唐　

隈

小
田　

義
光

宮
ノ
浦

波
戸　

憲
一

広　

野

川
原　

睦
男

伊　

唐

丸
橋　

松
志

潟

山
下　
　

猛

浦　

底

浦
底　

信
市

汐　

見

久
保　

賢
一

福
ノ
浦

浜
口　

健
男

馬　

込

濵
田　

重
則

　

平
成
19
年
度
長
島
町
行
政

連
絡
員
会
議
が
４
月
５
日
、

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
に
は
、
町
内
58

地
区
の
行
政
連
絡
員
が
出

席
。
川
添
健
町
長
か
ら
行
政

連
絡
員
へ
辞
令
が
交
付
さ
れ

た
後
、
行
政
の
業
務
内
容
な

ど
に
つ
い
て
担
当
課
長
ら
か

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

行
政
連
絡
員
は
、
地
域
住

民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
今
後
１
年
間
活
躍
さ
れ
ま

す
。
各
地
区
を
担
当
す
る
行

政
連
絡
員
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

平成 19年度行政連絡員会議

↑行政側の説明に耳を傾ける行政連絡員

平成 18 年度納税功労者表彰

↑町長から組合長へ表彰状が贈られる

　

平
成
18
年
度
の
納
税
功

労
者
表
彰
式
が
４
月
５

日
、
長
島
町
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
32
の

納
税
組
合
長
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
川
添
健
町
長

が
昨
年
末
の
納
期
限
内
に

完
納
し
た
９
組
合
長
に

「
優
秀
賞
」
を
、
年
度
内

に
完
納
し
た
13
組
合
長
に

「
優
良
賞
」、
納
税
に
躍
進

的
功
労
の
あ
っ
た
10
組
合

長
に
「
努
力
賞
」
を
贈
り
、

こ
れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
組
合
長
は

次
の
と
お
り
で
す
。

税収率アップに貢献

優
秀
賞　

淵
ノ
上
正
二
（
山

門
野
上
）
／
増
田
義
勝
（
山

門
野
下
）
／
片
下
美
俊
（
市

来
崎
）
／
梅
川
辛
（
湯
ノ

口
）
／
福
嵜
勝
行
（
川
床
上
）

／
宮
路
泰
次
（
矢
堂
）
／

石
橋
親
信
（
川
床
下
）
／

角
中
豊
治
（
加
世
堂
）
／

中
納
武
德
（
川
床
中
）

優
良
賞　

山
下
幸
男
（
牧
）

／
枦
元
博
昭
（
杉
ノ
段
）

／
川
田
誠
（
桂
代
）
／
岡

田
利
行
（
山
寺
）
／
宮
内

一
四
（
火
ノ
浦
）
／
中
村

紀
男
（
川
内
）
／
川
添
康

成
（
西
）
／
濵
田
重
信
（
馬

込
）
／
小
川
幸
治
（
犬
鹿
倉
）

／
小

忍
（
上
揚
）
／
田

淵
健
（
藤
之
元
）
／
瀬
戸

輝
彦
（
田
尻
東
）
／
田
中

順
一
郎
（
蔵
之
元
）

努
力
賞　

石
橋
勝
志
（
梅

ノ
木
山
）
／
上
傳
（
本
町
）

／
浦
底
壽
治
（
浦
底
）
／

井
上
博
文
（
三
船
）
／
池

田
卓
男
（
幣
串
）
／
松
尾

安
（
平
尾
中
南
）
／
赤
瀬

正
文
（
指
江
）
／
菊
地
憲

夫（
城
川
内
）／
向
義
文（
広

野
）
／
濵
田
隆
男
（
汐
見
）
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○
水
質
検
査
結
果
の
閲
覧

　

水
道
水
の
水
質
検
査
は
、
法
令

等
で
定
め
ら
れ
た
基
準
に
基
づ
い

た
検
査
項
目
や
検
査
頻
度
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
実
施
し
た
水
道

水
の
水
質
検
査
な
ど
は
、
役
場
水

道
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
ま
で
に
行
っ
た
水

質
検
査
の
結
果
は
、
す
べ
て
水
質

基
準
に
適
合
し
て
お
り
、
飲
用
水

と
し
て
十
分
な
安
全
性
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

○
水
道
使
用
料
徴
収
員

　

町
内
の
水
道
使
用
料
を
集
金
す

る
平
成
19
年
度
水
道
使
用
料
徴
収

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
徴
収
員
が

訪
問
し
た
際
に
は
、
ス
ム
ー
ズ
な

集
金
が
で
き
ま
す
よ
う
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

徴
収
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
水
道
課

℡
０
９
９
６-

８
６-

１
１
１
１

内
線
２
１
３
１
・
１
２
６
３

地　
　

区　
　

名

氏　
　

名

田
尻
・
火
ノ
浦

瀨
戸　

繁
盛

山
門
野
下
・
山
門
野
中
・
山
門
野
上

玉
置
ヨ
シ
ヱ

加
世
堂

浦　

ひ
ろ
え

川
床
下
・
川
床
中
・
川
床
上
・
小
坂
・
杉
ノ
段

田
淵　

鈴
子

梅
ノ
木
山
・
牧
・
市
来
崎

山
下　

幸
男

脇
崎

森
山　

健
二

塩
追

大
迫　

英
二

赤
崎

小
　

一
志

山
寺
・
上
揚
・
山
中
・
団
地
・
本
町
・
西
・
矢
堂

山
野　

勝
美

野
中
・
菅
牟
田
・
宮
ノ
浦

石
田
ま
ゆ
み

伊
唐

冷
水　

澄
夫

浦
底
・
福
ノ
浦
・
桂
代
・
三
船

小
田　

節
子

薄
井

山
下　
　

忍

白
瀬
・
本
浦
・
葛
輪

橋
元
代
津
美

片
側
・
黒
崎

小
林　

榮
樹

御
所
ノ
浦

須
嵜　

國
人

幣
串
・
柏
栗
・
立
石
・
平
河
内

小
林　

和
美

湯
ノ
口

梅
川　
　

辛

平
尾
中
南

松
尾　
　

安

母
良
木

小
林　

信
正

口
之
福
浦

鶴
長　

千
吉

茅
屋

宮
瀬　

和
実

北
方
崎

山
下　

重
行

犬
鹿
倉

小
川　

幸
治

蔵
之
元

清
水
カ
ツ
ミ

小
浜

山
中　

秀
紀

指
江
・
川
内
・
城
川
内

竹
山　

幸
三

唐
隈

小
田　

義
光

汐
見

久
保　

賢
一

水道水は十分な安全性を確保しています

『水』は限りある資源です

地産地消

　

長
島
町
教
育
委
員
会
は
、
平
成

19
年
４
月
か
ら
町
内
の
全
小
・
中

学
校
・
幼
稚
園
の
給
食
に
「
ふ
る

さ
と
給
食
の
日
」
を
制
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
長
島
町
内
産
の
素
材

を
使
っ
て
、
児
童･

生
徒
・
園
児

に
食
の
大
切
さ
と
地
元
で
取
れ
る

産
物
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の

取
り
組
み
で
す
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
の
教
育
目
標

で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
具

体
化
と
し
て
行
う
も
の
で
、
町
内

産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ブ
リ
、
麦
味

噌
、
さ
つ
ま
い
も
、
あ
お
さ
な
ど

を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

学校給食に

「ふるさと給食の日」

制定
Town_Nagashima  Public  Relations7



町
長
動
静　

４
月

２
日　

役
場
職
員
人
事
異
動
辞
令
交
付
式
（
町
長
室
）

　
　
　

長
島
町
商
工
会
開
所
式
（
商
工
会
館
）

　
　
　

長
島
町
福
祉
事
務
所
開
所
式
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
証
交
付
（
長
島
町
役
場
）

３
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
来
庁
あ
い
さ
つ
（
町
長
室
）

４
日　

子
宝
お
祝
い
金
交
付
式
（
町
長
室
）

５
日　

長
島
町
行
政
連
絡
員
会
議
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
入
校
式
（
出
水
市
）

６
日　

北
薩
地
域
振
興
局
あ
い
さ
つ
（
薩
摩
川
内
市
）

　
　
　

生
産
牛
部
会
総
会
（
Ｊ
Ａ
東
事
業
所
）

10
日　

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
監
査
（
長
島
町
役
場
）

11
日　

県
庁
等
あ
い
さ
つ
回
り
（
鹿
児
島
市
）

12
日　

転
入
学
校
職
員
宣
誓
式
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

13
日　

九
州
幹
線
道
路
調
査
事
務
所
長
来
庁
あ
い
さ
つ
（
町
長
室
）

　
　
　

新
任
学
校
長
・
教
頭
歓
迎
会
（
町
内
）

16
日　

企
業
誘
致
（
病
院
）
関
係
訪
問
（
鹿
児
島
市
）

18
日　

入
札
会
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

19
日　

人
命
救
助
感
謝
状
伝
達
式
（
町
長
室
）

　
　
　

鹿
児
島
行
政
評
価
事
務
所
感
謝
状
贈
呈
立
会
い
（
町
長
室
）

　
　
　

交
通
安
全
協
会
西
支
部
総
会
（
町
内
）

20
日　

企
業
誘
致
関
係
訪
問
（
川
辺
町
）　

21
日　

阿
久
根
市
民
病
院
新
病
棟
内
覧
会
（
阿
久
根
市
）

22
日　

長
島
町
消
防
団
入
退
団
式
（
長
島
町
総
合
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
）

23
日　

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

24
日　

頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
審
査
会
（
長
島
町
役
場
）

25
日　

環
境
省
（
水
俣
病
関
係
）
来
庁
あ
い
さ
つ
（
町
長
室
）

26
日　

県
政
説
明
会
（
鹿
児
島
市
）

27
日　

長
島
町
水
田
農
業
推
進
協
議
会
総
会
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
真
打
ち
競
演
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）　

産　業　廃　棄　物　収　集　運　搬　車
　長　　島　　　太　　郎（氏名）

回　収　日 回　収　時　間 回　収　場　所

６月４日（月） 午前 10 時～午前 11 時 獅子島アイランドセンター

６月５日（火） 午前７時～午前 10 時
伊唐大橋手前駐車場

山門野中央集荷所

６月６日（水） 午前７時～午前 10 時
ＪＡ東事業所バレイショ選果場

旧田尻西公民館

６月７日（木） 午前７時～午前 10 時
萩之牟礼ほ場整備地区の空き地

小浜海水浴場駐車場

６月８日（金） 午前７時～午前 10 時
ＪＡ長島事業所バレイショ選果場

汐見漁港物揚げ場

環
境
保
全
型
農
業
の
一
環
と
し
て
、

　
　
　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
処
分
し
ま
す
。

↑廃プラスチック類の回収風景

◎
獅
子
島
地
区
は
２
年
に
１
回
の
回

収
と
な
り
ま
す
。

◎
梱
包
す
る
と
き
は
、
長
さ
１
ｍ
、

重
さ
10
㌔
程
度
と
し
、
異
物
が
混
じ

ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
回
収
費
用
は
、
農
協
口
座
か
ら
引

き
落
し
ま
す
。
農
協
口
座
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
当
日
現
金
で
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

◎
当
日
が
雨
天
の
場
合
は
、
延
期
し

ま
す
。

◎
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
運
搬
す
る

際
は
、
運
搬
す
る
車
両
の
両
側
面
に

見
本
の
よ
う
な
表
示
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
で
、
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
２
枚
１
組
６
０
０

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

（見本）
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町立図書館おすすめＢＯＯＫ

町立指江図書館 / 電話 0996-88-6500

町立鷹巣図書館 / 電話 0996-86-1111

図書館に置いてある最新本の中から
おすすめのものをピックアップ。
バラエティーに富んだ
新刊を紹介します。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ッ
ケ
！
４

　
　
　
　
　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

 

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ィ
ッ
ク 

作

ランプの精リトル・ジーニ１

ミランダ・ジョーンズ  作

この本全部がかくれんぼ。ページをめくって探してね。
おめめを開けばこころも開く。リズムにのって、さあ
ミツケ！　クリスマスの美しい写真の中から、かくれ
ているものをさがして遊ぶ絵本。 

し
ん
じ
ら
れ
る
？
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
買
っ
て
く
れ
た
ラ
バ
・
ラ
ン

プ
。
そ
の
中
に
、
小
さ
な
女
の
子
が
入
っ
て
た
の
！
三
つ
の
お
ね

が
い
を
か
な
え
て
く
れ
る
っ
て
い
う
ん
だ
け
ど
…
う
ー
ん
、
な
に

に
し
よ
う
か
ま
よ
っ
ち
ゃ
う
。

赤
帽
の
集
団
下
校
桃
の
は
な　
　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

卒
業
や
草
ひ
と
つ
か
み
兎
小
屋　
　
　
　
　

平
山　

風
鳥

曾ひ
ま
ご孫
来
る
祖
母
の
手
植
の
桃
の
花　
　
　
　

大
堂　

早
苗

花
は
葉
に
笛
に
集
る
一
年
生　
　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

た
ん
ぽ
ぽ
や
風
力
計
の
音
軽
く　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

子
等
集
い
浜
に
高
ま
る
卒
業
歌　
　
　
　
　

平
山　

勝
子

契
り
来
し
五
十
年
目
の
夫
と
わ
れ

　
　
　

満
開
の
桜
し
み
じ
み
と
見
む　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

五
十
年
わ
れ
に
馴
染
み
て
が
く
が
く
と

　
　
　

弛
む
古
鍬
土
深
く
打
つ　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

種
芋
は
北
海
道
よ
り
取
り
寄
せ
て

じ
ゃ
が
い
も
は
北
の
縁
者
に
も
送
り
お
り　

町
田
キ
ク
エ

金
閣
寺
桜
の
色
に
染
め
ら
れ
し

　
　
　

華
麗
さ
の
な
か
人
の
ゆ
く
ら
む　
　

松
元　

睦
子

烏か
ら
すら

が
茜
の
空
に
帰
る
頃

　
　
　

わ
れ
徐
に
愛
球
を
ふ
く　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

高
熱
に
深
夜
覚
め
た
り
起
き
出
で
て

　
　
　

氷
枕
の
在
処
を
探
す　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

霞
む
朝
島
の
診
療
所
の
ひ
そ
や
か
さ

　
　
　

芽
生
く
木
立
に
小
鳥
さ
え
ず
る　
　

岩
下
ふ
さ
よ

寒
の
日
の
つ
づ
け
ば
ひ
た
に
春
を
待
つ

　
　
　

さ
な
が
ら
わ
れ
は
草
木
に
似
る　
　

岩
冨
八
代
子

釣
り
人
の
竿
先
曲
げ
れ
ば
駆
け
寄
り
て

　
　
　

魚
を
ね
だ
る
波
戸
に
住
む
猫　
　
　

樫
平　

頼
子

雑あ
ら
く
さ草
を
引
き
つ
つ
聞
こ
ゆ
る
園
児
ら
の

　
　
　

屈
託
も
な
く
道
歩
む
声　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

赤
子
よ
り
育
て
し
孫
の
婚
せ
は
し

　
　
　

明
日
は
ス
イ
ス
に
又
戻
る
と
言
ふ　

長
野　
　

敬

閉
校
と
な
り
し
母
校
の
記
念
誌
に

　
　
　

亡
き
妹
の
名
前
探
せ
り　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

い
ち
早
く
シ
ン
ピ
ジ
ュ
ー
ム
の
花
切
り
て

　
　
　

父
母
に
た
む
け
る
心
足た

ら
ひ
て　
　

浜
田
美
代
子

久
び
さ
に
わ
が
家
に
笑
い
も
た
ら
し
て

　
　
　

曾
孫
の
鯉
は
青
空
泳
ぐ　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

短
歌

何
事
も
遣
る
気
あ
る
な
ら
出
来
る
の
よ

　
　
　

成
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
意
ぢ
出
す
事
よ　

町
田　

末
則

朝
な
見
る
娘
巣
立
ち
し
学
び
舎
は

　
　
　

今
閉
校
の
運さ

だ
め命

佗
び
し
く　
　
　
　

鶯
出　

成
人

俳
句

彷ほ
う
こ
う徨

の
故
郷
蝶
に
導
か
れ　
　
　
　
　
　
　

川
添　

行
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
奈
川
県
）
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行
政
に
対
す
る
相
談
は

 

行
政
相
談
委
員
へ

 

人
権
問
題
は

         

人
権
擁
護
委
員
へ

 

歯
の
衛
生
週
間

行政相談委員
池田　尚

なおたか

正

行政相談委員
鳥飼美代子

　

平
成
19
年
４
月
１
日
付
け
で
池

田
尚
正
さ
ん
と
鳥
飼
美
代
子
さ
ん

が
、
行
政
相
談
委
員
（
総
務
大
臣

委
嘱
）
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
主
に
「
国

の
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や

意
見
・
要
望
が
あ
る
が
、
ど
こ
に

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
相
談
を
受
け
て
、
中

立
・
公
正
な
立
場
か
ら
そ
の
処
理

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
道
路
、
登
記
、
税
金
、

年
金
、
郵
便
、
労
働
な
ど
の
問
題

で
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

■
行
政
相
談
委
員
の
紹
介

長
島
町
指
江
１
２
３
２-

１

℡
０
９
９
６-

８
８-

６
７
６
５

民
間
人
に
よ
る
人
権
擁
護
機
関
が

誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
わ
が
国

に
お
け
る
人
権
擁
護
委
員
制
度
の

始
ま
り
で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
人
権
擁
護
委
員
法
の
施
行
日

で
あ
る
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
に

『
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
』
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
特
設
人
権
相
談
所

・ 

平
成
19
年
６
月
１
日
（
金
）

・ 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

・
相
談
に
あ
た
る
人
権
擁
護
委
員

　

餅
原
美
榮
子
氏
・
浦
底
和
男
氏

○
長
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

・
相
談
に
あ
た
る
人
権
擁
護
委
員

　

大
堂
英
之
氏
・
町
口
昭
弘
氏
・

　

山
本
定
満
氏

　

６
月
４
日
か
ら
10
日
は
「
歯
の

衛
生
週
間
」
で
す
。
出
水
郡
歯

科
医
師
会
で
は
、
歯
の
衛
生
週
間

行
事
と
し
て
、
地
区
内
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
に
よ
る
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
展
と
歯
科
健
診
お
よ
び
無
料

相
談
を
開
催
し
ま
す
。

■
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展

・
期
日

　

平
成
19
年
６
月
１
日
（
金
）
〜

　

10
日
（
日
）

・
場
所

　

Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島
あ
づ
ま
店

　

Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島
な
が
し
ま
店

　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

　

鹿
児
島
銀
行
阿
久
根
店

　

ト
ゥ
モ
ロ
ー
高
尾
野
店

　

Ａ
コ
ー
プ
野
田
店

※
展
示
期
間
お
よ
び
場
所
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
事

務
局
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
歯
科
健
診
お
よ
び
無
料
相
談

・
日
時

　

平
成
19
年
６
月
２
日
（
土
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

・
場
所

　

プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
出
水
店

※
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展
の
表
彰
式

も
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

出
水
郡
医
師
会
事
務
局

℡
０
９
９
６-

６
２-

０
６
０
１

住
所　

長
島
町
鷹
巣
７
１
０-

３

℡
０
９
９
６-

８
６-

０
０
２
３

　

皆
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員
制
度

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
っ
た
と
き
、
何
よ
り
も
ま
ず
国

民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
と
人
権

思
想
の
普
及
高
揚
が
強
く
求
め
ら

れ
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基
調

と
し
た
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
、
昭

和
23
年
、
ま
ず
政
令
に
基
づ
い
て

人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら

れ
、
翌
昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人

権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
国
民
の
基
本
的

人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
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INFORMATION
 

農
業
者
年
金
の

　
　
　
　
　
　

現
況
届       
 

商
業
統
計
調
査
を

　
　
　
　

実
施
し
ま
す

 

妊
婦
健
診
の

　

公
費
負
担
が
５
回
に       

 

平
成
19
年
度

　
　

自
衛
官
等
の
募
集

　

農
業
者
年
金
の
現
況
届
は
、
受

給
権
者
が
引
き
続
き
年
金
を
受
給

す
る
資
格
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い

て
毎
年
１
回
、
届
け
出
に
よ
り
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

毎
年
５
月
末
に
本
人
宛
に
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
自
ら
記
入
し
て

６
月
１
日
以
降
に
長
島
町
農
業
委

員
会
も
し
く
は
事
業
推
進
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
は
、
経
営
移
譲
年
金
と

農
業
者
老
齢
年
金
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。
自
ら
記
入
で
き
な
い
方

は
、
代
理
人
が
受
給
権
者
欄
と
代

理
人
欄
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
日
は
、
６
月
末
日
で
す
が
、

提
出
漏
れ
が
無
い
よ
う
早
目
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
期
限
内
に

届
け
出
が
無
い
と
年
金
の
支
払
い

が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。
死
亡
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
現
況
届
の
提

出
は
不
要
で
す
が
、
ご
遺
族
の
方

が
農
協
で
死
亡
届
の
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

長
島
町
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
０
９
９
６-

８
６
‐
１
１
１
１

内
線
２
２
１
１

　

町
で
は
、
妊
婦
さ
ん
が
よ
り
健

診
を
受
け
や
す
く
な
る
よ
う
に
、

妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
を
こ
れ
ま

で
の
２
回
か
ら
５
回
に
増
や
し
ま

す
。
早
期
に
妊
娠
届
け
を
し
て
、

第
１
回
目
の
健
診
は
妊
娠
第
８
週

前
後
に
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

妊
婦
さ
ん
は
特
に
気
が
か
り
な

こ
と
が
な
く
て
も
、
身
体
に
は
い

ろ
い
ろ
な
変
化
が
お
こ
っ
て
い
ま

す
。
健
診
は
少
な
く
と
も
毎
月

１
回
、
第
24
週
以
降
は
月
２
回
以

上
、
第
36
週
以
降
は
毎
週
１
回
、

医
療
機
関
等
で
一
般
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
胎
児
の
育
ち
具

合
や
血
圧
、
尿
な
ど
の
状
態
を
み

て
も
ら
い
、
特
に
妊
娠
糖
尿
病
や

早
産
の
危
険
性
に
も
注
意
し
ま
し

ょ
う
！

　

妊
娠
中
は
ふ
だ
ん
よ
り
一
層
健

康
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

町
で
は
平
成
19
年
６
月
１
日
現

在
で
「
平
成
19
年
商
業
統
計
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
経
済
産
業
省―

都

道
府
県―

市
区
町
村
を
経
由
し
て

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
統
計
調
査

で
、
統
計
法
な
ど
の
法
令
に
基
づ

き
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
は
、
卸
売
・
小
売

業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所
（
店

舗
）、
個
人
業
主
で
す
。

　

県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
統
計

調
査
員
が
、
５
月
下
旬
か
ら
調
査

の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

（
注
：
統
計
調
査
員
は
、
写
真

付
き
身
分
証
を
携
行
し
て
い
ま

す
。）

　

調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府

県
、
市
町
村
に
お
け
る
商
業
の
振

興
、
中
心
街
地
の
活
性
化
な
ど
を

進
め
る
う
え
で
の
重
要
な
基
礎
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
個
々
の
民
間
事
業
所
が
経
営

方
針
を
作
る
際
に
も
広
く
活
用
さ

れ
ま
す
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
統

計
法
に
よ
り
厳
格
に
そ
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
統
計
上
の

目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

・
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

・
受
付
期
間

　

年
間
を
通
じ
て
実
施

■
技
術
海
上
幹
部

・
資
格

　

大
卒
38
歳
未
満
の
方

・
受
付
期
間

　

平
成
19
年
５
月
７
日
〜
25
日

■
技
術
海
曹

・
資
格

　

20
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
取

得
者
等
、
工
科
系
大
学
・
短
大
・

高
専
卒
（
見
込
含
む
）
の
方

・
受
付
期
間

　

平
成
19
年
５
月
７
日
〜
25
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
総
務
課

℡
０
９
９
６-

８
６-

１
１
１
１
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まちの話題

６校に 48人が赴任１ 平成19年度転入学校職員宣誓式

たな学校生活がスタート
町内 16校で入学式

部門  鶴長さんが優勝両 第１回町民ゴルフ大会

　４月 12 日、平成 19 年度転入学校職員宣誓式が長島
町文化ホールコミュニティルームでありました。
　この度転入された先生方は町内 16 校の小・中学校や
教育委員会に 48 人。式では、転入者を代表して鷹巣小
の有村知子養護教諭が「教育を通じて国民全体に奉仕す
る教育公務員の職務とその責任の特殊性を深く自覚し、
誠実かつ公正に職務を執行することを固く誓います」と
力強く宣誓しました。
　本町に赴任した先生方には、地域に密着した情熱ある
教育指導が期待されます。

　町内の小学校 11 校と中学校５校で４月６
日、入学式が行われました。本年度の新１年
生は小学校 108 人、中学校 143 人の計 251
人です。
　本浦小学校（岩園伸一郎校長・31 人）で
は、在校生や保護者、教職員ら約50人が出席。
式辞で岩園校長は「元気なあいさつ、ケジメ
をつける、事故にあわない」と新入生に３つ
のお願いをしました。点呼では、新入生が名
前を呼ばれると「はい」と元気に返事をして
在校生と保護者席の方へ振り返り、目を輝か
せていました。
　在校生を代表して前田満理奈さんが「入学
を楽しみにしていました。お兄さん、お姉さ
んに何でも聞いて、楽しく過ごしましょう」
と歓迎しました。

　ゴルフ競技の普及と町民相互の融和・親睦を図ろう
と４月 24 日、町体育協会ゴルフ部主催による第１回
町民ゴルフ大会が出水ゴルフクラブで開かれました。
　大会には３３人が参加して、それぞれの腕を競うと
ともに、プレーを通して親睦を深めました。
　大会の結果は次のとおりです。
◇ダブルぺリアの部　優勝　鶴長親雄　２位　下茂隆
一　３位　中尾勇一　◇グロスの部　優勝　鶴長親雄
（74）　２位　下茂隆一（78）　３位　赤瀬康（78）

↑在校生の皆さん、早く私たちの顔を覚えてくださいね

↑転入された学校職員が勢揃い

↑晴天のなかナイスショット

新
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My Town Topics
地域の行事や身近な話題、耳よりな情報をお待ちしています。

くじの収益金で防犯灯を設置宝 平成18年度コミュニティ助成事業

天のなか伝統行事荒 獅子島招魂祭

↑体育館にマットが敷
き詰められて行われた
ちびっ子相撲。たくさ
んの声援や拍手が送ら
た

←あいにくの雨にみま
われ、テントの中で神
事が行われた

　町では平成 18 年度コミュニティ助成事業（宝くじ
助成事業）で、町内 15 の自治公民館、31 カ所に防犯
灯を設置しました。これは、夜間のジョギングやウォー
キングを楽しむ住民らを守るためのものです。
　町民を交通事故等から守る防犯灯整備の事業費は、
宝くじの収益金で賄われています。

　獅子島の伝統行事、獅子島招魂祭が４月
15 日に開催されました。例年、七郎山山頂
で行われているこの行事ですが、今年はあい
にくの雨模様となり、慰霊祭は同山山頂で、
奉納行事は獅子島中学校体育館で実施されま
した。
　明治維新以降、国に殉じられた方々を慰霊
する神事には、遺族会や島民、各種団体長ら
が出席。関係者が慰霊のことばを述べた後、
次々に玉串が捧げられました。
　この後行われた奉納行事には、町民約 300
人が参加しました。招魂祭には欠かせないち
びっ子相撲をはじめ、小・中学生による踊り、
演歌歌手による芸能ショー、宮崎のひょっと
こ踊りなどが披露され、終日、賑わいました。

↓今回、設置された防犯灯

半の小玉が響き減収前 赤土バレイショの収穫最盛期

　３月にかごしまブランド産地指定 10 周年を迎えた
「長島地区赤土バレイショ」の春物の収穫が、４月下
旬から５月上旬、ピークを迎えました。
　今年は、前半収穫したバレイショのサイズが小玉で、
後半は例年なみのサイズとなりました。収量は前半の
小玉が響き、例年より減収となりました。

↑一玉ずつ、丁寧にカゴに入れて収穫

Town_Nagashima  Public  Relations13



税務課
長岡　一明（32）

総務課
町田ますみ（23）

阿久根地区消防組合

宮之原雄貴（20）

阿久根地区消防組合

宮脇　祐二（22）

長
島
町
民
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
を
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
な

職
員
で
あ
り
た
と
思
い
ま
す
。

長
島
町
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
で

き
て
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
明
る
く
、
元
気
に
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

モ
ッ
ト
ー
は
何
事
に
も
誠
心
・
誠

意
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
明
る

く
笑
顔
で
接
す
る
よ
う
心
が
け
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

早
く
一
人
前
の
消
防
職
員
と
な
っ

て
、
地
域
の
方
々
や
町
の
た
め
に

貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

消
防
職
員
と
し
て
の
自
覚
と
信
念

を
持
ち
、
町
民
の
安あ

ん
ね
い
ち
つ
じ
ょ

寧
秩
序
の
保

持
、
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農林課
丸橋　雄太（23）

期
日
・
場
所　
　

５
月
23
日
（
水
）　

獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

５
月
24
日
（
木
）　

長
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

                                                                     （
鷹
巣
）

　
　
　
　
　
　
　

５
月
25
日
（
金
）　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
）

開
演
時
間　
　
　

３
会
場
と
も
に
午
後
６
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

入
場
料　
　
　
　

５
０
０
円
（
２
歳
以
下
は
無
料
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

町
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
、
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
、

　
　
　
　
　
　
　

社
会
教
育
課
、
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

長
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　

℡
０
９
９
６-

８
６-

１
１
１
１　

内
線
２
２
３
２

　

子
ど
も
た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い

る
話
だ
か
ら
楽
し
め
る
お
芝
居
で

す
。
ぜ
ひ
、
３
び
き
の
コ
ブ
タ
を

知
っ
て
い
る
子
ど
も
に
見
せ
て
ほ

し
い
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
知
ら
な
い
子
ど
も

も
、
見
れ
ば
必
ず
や
３
び
き
の
コ

ブ
タ
の
話
が
好
き
に
な
る
は
ず
で

す
。

　

た
く
さ
ん
の
親
子
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
芝
居
の
一
場
面
）

子
ど
も
芸
術
祭
典
ｉ
ｎ
長
島　

３
び
き
の
コ
ブ
タ

　長島町役場に５人が新規採用
され、４月２日からそれぞれの
部署で頑張っています。
　そこでニューフェースの意気
込みを紹介します。

知
っ
て
い
る
話
だ
か
ら
楽
し
め
る
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波
打
ち
際
に
広
が
る
褐
色
の
じ
ゅ

う
た
ん―

。
４
月
下
旬
、
東
シ
ナ
海

に
面
し
た
海
岸
線
の
岩
場
に
天
然
の

ヒ
ジ
キ
が
び
っ
し
り
と
生
え
ま
し

た
。

　

ヒ
ジ
キ
は
、
江
戸
時
代
か
ら
現
代

と
同
じ
煮
物
や
和
え
物
と
し
て
食
べ

ら
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。
干
潮
線
付

近
の
岩
上
に
生
え
、
冬
か
ら
春
に
か

け
て
繁
茂
。
円
柱
状
で
多
数
の
枝
に

分
か
れ
、
長
さ
50
㌢
か
ら
１
㍍
に
な

り
ま
す
。
若
い
う
ち
に
採
取
し
て
乾

か
し
、
食
用
に
し
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
古
来
よ
り
海

藻
を
さ
ま
ざ
ま
に
利
用
し
て
生
活
し

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
我
々
日
本

人
の
味
覚
に
合
っ
て
い
た
と
言
う
だ

け
で
な
く
、
体
が
海
藻
を
欲
し
て
い

た
の
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
日
本
の
国
土
は
カ
ル
シ
ウ
ム

質
が
少
な
く
、
水
、
農
作
物
だ
け
で

は
十
分
な
カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
先
人
た
ち
は
海
か
ら

の
収
穫
物
で
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
を

補
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
内

陸
部
で
は
新
鮮
な
魚
貝
類
の
入
手

が
難
し
く
、
保
存
に
適
し
た
海
藻

が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
西
岸
一
帯
で
は
、
毎
年

こ
の
時
期
、
潮
が
よ
く
引
く
日
に

地
区
民
総
出
で
収
穫
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

小
浜
集
落
で
は
、
４
月
19
日
の

昼
過
ぎ
、
か
ま
や
袋
を
手
に
し
た

人
々
が
集
り
、
岩
に
張
り
付
い

た
み
ず
み
ず
し
い
ヒ
ジ
キ
を
刈

り
取
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
長

い
も
の
で
も
30
㌢
程
度
と
例
年
よ

り
短
め
で
、
収
量
も
少
な
め
で
し

た
。
地
区
民
一
丸
と
な
っ
て
の
ヒ

ジ
キ
採
り
。
こ
の
収
益
金
は
、
集

落
の
運
営
費
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
褐
色
の
じ
ゅ
う
た
ん

小浜海岸での刈り取り作業風景



日 月 火 水 木 金 土

２００７

お知らせカレンダー
広報ながしま６月

※行事予定は主催者の都合により変更される場合があります。【○休日当番医、□休日当番薬局、●夜間当番医、■小児科夜間当番医（●・■は 20時～ 23時）】当番は急患に限ります。

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

  ５/２７ １ ２

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

  ５/２８   ５/２９   ５/３０   ５/３１
◎両親学級
　　　　（保健センター）
■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331
■出水総合医療センター 67-1611

■資源ごみ古紙（旧長島）

○平尾診療所 88-2595
○つばさ歯科医院62-8519
□フタヤ薬局 67-5253
□すくすく薬局 72-5010
●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331
■出水総合医療センター 67-1611

◎ MR（麻しん・風しん）
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●出水総合医療センター 67-1611

●上園医院 73-1055

◎基本健診
■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331

◎基本健診
■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島北部）
■不燃ごみ（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）
■リサイクル　（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017
●阿久根市民病院73-1331

◎基本健診
◎母子相談
　　　　（保健センター）
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■リサイクル
　　　　　（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）
●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331

◎ラッコ [ 育児 ] 教室
　　（保健福祉センター）
■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331
■出水総合医療センター 67-1611

○飯尾医院 88-5040
○金子歯科医院 63-2150
□ D・ML五万石薬局 63-8800
□中央薬局 73-2907
●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331
■出水総合医療センター 67-1611

◎機能訓練
　　　　（保健センター）
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●楠元内科医院 62-8600
●阿久根市民病院73-1331

◎基本健診
■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017
●阿久根市民病院73-1331

◎基本健診
■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島南部）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331

◎基本健診
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■不燃ごみ　　（獅子島）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017
●阿久根市民病院73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331
■出水総合医療センター 67-1611

○鷹巣診療所 86-0054
○橋口歯科医院 73-0508
□中村五郎薬局 67-1078
□のぞみ薬局 73-2131
●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331
■出水総合医療センター 67-1611

■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331

◎基本健診
◎ＢＣＧ
　　（保健福祉センター）
■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●出水総合医療センター 67-1611

●高尾野医療センター 82-0017

◎基本健診
■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島北部）
■不燃ごみ（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）
■リサイクル　（獅子島）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331

◎基本健診
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■リサイクル
　　　　　（鷹巣・諸浦）
　（山門野・川床・浦底）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331

◎ラッコ [ 育児 ] 教室
　　　　（保健センター）
■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331
■こどもクリニック永松 64-1500

○長島クリニック88-6405
○上野歯科医院 63-2306
□かしま薬局 63-3970
□米ノ津薬局 65-7637
□上野薬局 72-1016
●出水総合医療センター 67-1611

●高尾野医療センター 82-0017
■こどもクリニック永松 64-1500

◎機能訓練
　　　　（保健センター）
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

●高尾野病院 82-3113
●阿久根市民病院73-1331

◎３歳児歯科検診
◎３．６歳児健診
　　　　（保健センター）
■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●出水総合医療センター 67-1611

●北国医院 72-0016

◎１．６歳児健診
◎２、２．６歳児歯科検診
　　（保健福祉センター）
■不燃ごみ・リサイクル
　　　　　（旧長島南部）
■びん・有害　　（旧東）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）
■可燃ごみ（旧長島北部）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■不燃ごみ　　（獅子島）

●高尾野医療センター 82-0017
●阿久根市民病院73-1331

■可燃ごみ（旧長島南部）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331

●出水総合医療センター 67-1611

●阿久根市民病院73-1331
■キッズクリニック 630-7707

　


